
　1973年に創業し、約半世紀にわたって地域にきめ細かなサービスを提供
する金谷ガス株式会社。金谷剛社長自ら社員の声に耳を傾けるなど、意見交
換しやすい雰囲気で風通しの良い社風をつくっている。また、リフォームに特
化した店舗を構えるなど、ガス関連以外の顧客も広くターゲットにしている。

金谷ガス株式会社

　長年勤務していた検針スタッフの高齢化に伴い、新規での募集も検討した
が、今後、安定的に検針スタッフを確保していくのは難しいと考え、システム
導入を申請。自動検針に切り替えたことで、検針に関わっていた人員の有効
活用ができるように。担当者はガスのみならずリフォームの営業も行うため、
今までかかっていた検針の時
間を他の商材拡販に活用して
ほしいと考えている。
　メーカー選定に際しては、
候補に挙がっていた某メー
カーのLPWA１台を金谷社長
の自宅に取り付けて動作確認
を試みたが一部不具合が生じ
たため、長い付き合いのある
メーカーに決定。システム会
社との連携のしやすさも決め
手になった。

検針にかかっていた時間を、他の営業に有効活用

（埼玉県入間郡）
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　導入・設置を進める中で、一部
通信状態が不安定な場所があっ
た。有線での対応も検討したが、
今後の開発を待つことに。動作
が不安定な設置場所には現在も
訪問での検針を続けているた
め、今後広い範囲で電波が安定
して届くことを期待している。ま
た、システム設置にあたっては事
前周知のため文書を配布したが
一部の顧客に理解を得られな
かったという。そのようなお客さ
まには無理強いはせず、長い目で対応していきたいと考えている。申請業務や
工事作業が繁忙期と重なることや、電波が届かないなど取り付け作業が滞るこ
とで滞在時間が長くなるなど、通常業務を行いながらの設置作業は厳しく「もう
少し早く作業に取り組むことができればよかった」と振り返る。さらに、スムーズ
な設置には営業担当と事務担当の連携が必須。今回の申請では、営業の牧田
課長と事務の真石氏が中心となり行ったことで無事完了することができた。機
器設置の意義を、会社全体で共有することが大切だと金谷社長は語る。

　「今後は検針情報と配送をリンクする
ことや、WEBでの料金請求実施が急務。
高齢のお客さまが多いので難しい面も
ありますが、郵送している料金請求を順
次WEBに切り替えていきたい。今や電
気会社でもWEB請求は当たり前になっ
てきているので、しっかりと取り組んで
いきたいと思います」と金谷社長。自動
検針による顧客とのコミュニケーション
不足には、社独自のミニコミ紙「ファミ
リーネット」の配布で繋がりを保ってい
る。「WEBでも同じ情報を載せています
が、紙媒体は好評なのでしばらくは続け
ていきたい」と話す。コスト削減やペー
パーレスを促進しつつも提供し続けるミ
ニコミ紙の存在が、コミュニケーション
を大切にする同社の社風を表している。

会社全体で、導入意義を共有することが大切

今後の展望
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